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本レポートシリーズ７号は、４-５頁に掲載している、ホームレス支援全国ネットワー
クの 2009 年秋の全国研修会において企画されたプログラムを中心に構成したものであ
る。大部分の発表は、３頁に示している雑誌『ホームレスと社会』2 号（2010 年 4 月）
に掲載されることになった。従って、本レポートでは、当日配布資料と炭谷茂氏のミニ
講演と質疑応答からなっている。当日配布の資料については、下記を参照いただきたい。 
http://www.ur-plaza.osaka-cu.ac.jp/2009/10/16/2009OctProceedings.pdf 

 

目 次 

  

脱貧困をめざした居住支援のソシアルビジネス―貧困ビジネス論を越えて― 

貴重講演  「民間非営利組織(NPO)による住宅弱者への居住支援の実態と課題」     

              米野史健氏（大阪市大都市研究プラザ）  

  【配布PPTは 6～13 頁 特集論文として雑誌掲載、右頁参照】 

コメント 1 「経済学からみた居住支援」 

   鈴木 亘氏（学習院大経済学部） 

  【特集論文として雑誌掲載、右頁参照】 

コメント 2 「社会的企業論からみて」 

              橋本 理氏（関西大社会学部） 

  【配布資料は 14～15 頁 研究論文として雑誌掲載、右頁参照】 

コメント３ 「支援付き住宅の制度化について」 

  瀧脇 憲氏（ふるさとの会） 

【配布PPTは 16～20 頁 特集論文として雑誌掲載、右頁参照】 

質疑応答   【質疑応答内容は、21～27 頁に掲載】 

ミニ講演  「居住支援とソシアルインクルージョン」 

        炭谷 茂氏（恩賜財団 済生会） 

  【講演内容は 28～32 頁】 

自立後の地域生活安定化に向けたアフターケアーの実践の紹介と今後ケアーの在り 

―各地で行われている地域生活安定化支援の実際― 

    事例報告 1 市川ガンバの会の実践／中島浩司氏 【配布資料PPTは 33～39 頁】  

   事例報告 2 支援ネット新潟の実践／寺尾知香子氏 【配布資料は 40 頁】 

   事例報告 3  北九州ホームレス支援機構の実践／鈴木しもん氏 【配布PPTは 41～44 頁】 

事例報告 4 ふるさとの会の実践／田辺登氏 【配布PPTは 45～48 頁】 

事例報告 5 釜ヶ崎支援機構の実践／尾松郷子氏 【援助技術レポートとして雑誌掲載、 

右頁参照】 

特別調査 「地域生活安定化支援事業」について  【調査レポートとして雑誌掲載、 

右頁参照】 
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なお、尾松郷子氏発表は、『ホームレスと社会』1 号（2009 年 10 月、84-91 頁）に、「「就

労自立」と「生活保護」の二項対立を越えて」と題した論稿を参照してほしい。 
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2009 年度ホームレス支援全国ネットワーク 

秋の全国研修会 

テーマ「再路上化させない居宅後の継続支援・ケアの必要性」 
 

 失業率が過去 悪（5.7％）の事態となりました。有効求人倍率や消費者物価も下落する一方で株

価だけは上昇傾向にあります。この国が何を中心にして動いているのでしょうか。各地からホーム

レス者急増の知らせを受ける中、ホームレス支援全国ネットワーク加盟の各団体におかれましては

日夜活動に余念のないことと存じます。国も補正予算などで対応しようとしていますが、各地方自

治体は対応には依然消極的であるようです。 

 すでに事態は国の言う「緊急避難シェルター」などという一時的な対応では追いつかず、今後の

社会保障制度の在り方自体をどのように設計しなおすかという根本議論を始めざるを得ない状況と

なっています。全国ネットワークとしては、現場のニーズを持ち寄りつつ、その現実をより普遍的

な見地から検証し、これからのホームレス者支援を早急に構築する必要に駆られています。 

 そこで今年の全国研修会は、「再路上化させない居宅後の継続支援・ケアの必要性」をテーマとし

て行いたいと思います。居住支援の構築と同時に地域生活を安定的に維持継続するためケアー内容

について検討したいと思います。 

第一部は、「再路上化させない居宅後の継続支援・ケアの必要性」と題して、それぞれの専門的立

場から講演をいただきます。また、第二部では各地で実施されている「地域生活安定化支援（自立

後のアフターケアー）」の現状について各団体から発表していただき、議論したいと思います。 

 全国ネットワークとしては、独自事業として「地域生活安定化支援事業」実施に向けて調査を開

始しております。これは春の総会にて「ケア付き保証人提供事業」として報告させていただいたも

のですが、事業の中心が「保証人提供」ではなく、地域生活継続維持に向けたケアーとそのための

コーディネートにあることをより明確化する中で、保証人提供事業もその支援の一部として位置づ

けるために名称を変更しました。すでに各団体に「調査アンケート」をお願いし、回答いただいた

団体からすでにアフターケアー支援を行っている数団体を選ばせてもらい訪問調査を行っておりま

す。この調査結果についても 10 月の研修会にて報告できる予定です。 

      

ホームレス支援全国ネットワーク 代表 奥田知志 

（NPO 法人北九州ホームレス支援機構） 

 

 
【研修の主旨】 

研修①（9 日） 「脱貧困をめざした居住支援のソシアルビジネス―貧困ビジネス論を越えて―」 

研修Ⅰは、ホームレスの居住支援に代表されるような中間施設への支援事業が貧困ビジネ

スとして依然とらえられがちである。しかしガイドラインはあいまいで支援の公的補助は

ない状況の中で、いかに良質な支援が継続可能なのか、また社会や政治にいかに適切に中

間施設の居住支援の重要性をいかに認識してもらうか。学術的な意義づけも披露しながら、

日本の居住からみた社会保障の構築の在り方を議論したい。米野氏：さまざまな住居形態、

経営様態でもって居住支援を行う、在宅生活が困難な人々への特定目的の中間施設を NPO

などがどのように運営しているのか、全国調査をもとに詳細に分析、その課題を明らかに

する。鈴木氏：医療経済や生活保護の経済学からみて、地域での居住支援の経済的効果を

論じる。橋本氏：居住支援をおこなう NPO などを社会企業論からみてどのような運営や

ミッションの発信をおこなうべきか、原論的に明らかにする。南氏：韓国政府が主導する

居住福祉財団の活動を紹介し、日本への適用可能性を探る。炭谷氏：ホームレス支援仕組

みづくりを政府側から主導しその後も日本型 CAN の唱道をしてきた中で、今日の居住支

援の在り方や社会での認知の問題をどう克服するかを展望する。 

 

研修②（10 日）各団体で実施されている自立後の地域生活安定化に向けたアフターケアーの実践の
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紹介と今後アフターケアーの在り方について議論する。居宅確保は、アフターケアー体

制を伴う時に本来の意味を有する。地域が自立の受け皿となっていくために必要なケア

ーについて検討する。 

 

報告協議 「地域生活安定化事業について」 

全国調査に関して発表する。また今後行う事業に関して意見交換をする。事業実施時に

策定する基礎となるアフターケアーメニューについて検討する。 

 

 

【開催要領】 
  日時    2009 年 10 月 9 日（金）12 時 30 分～20 時 30 分まで、10 日（土）13 時まで 

  場所    9 日／市川グランドホテル桐の間  

        千葉県市川市市川 1‐3‐18 JR 市川駅徒歩 3 分） 

        10 日／日本基督教団市川三本松教会  

          千葉県市川市市川 1‐24‐9 ホテルから徒歩 3 分 

  後援    大阪市立大学都市研究プラザ、厚生労働省 

 

■プログラム 

研修① 「脱貧困をめざした居住支援のソシアルビジネス―貧困ビジネス論を越えて―」 

   ９日  12：30  受付開始 

        13：30  主催者挨拶  奥田知志代表 

                来賓挨拶    厚生労働省 社会援護局地域福祉課課長 寺尾 徹氏 

        13：50  研修①                   進行 水内俊雄理事 

              講演「民間非営利組織(NPO)による住宅弱者への居住支援の実態と課題」     

                米野史健氏（大阪市大都市研究プラザ）  

            14：40 コメント 1 「経済学からみて」 鈴木亘氏 （学習院大経済学部） 

            15：05 コメント 2 「社会的企業論からみて」 橋本 理氏（関西大社会学部） 

        15：30 休憩 質問用紙記入、回収 

      15：50 コメント３ 「支援付き住宅の制度化」 瀧脇 憲氏（ふるさとの会） 

        16：15 質疑応答     

        17：00 ミニ講演「居住支援とソシアルインクルージョン」 炭谷 茂氏（恩賜財団済生会） 

        17：20 まとめの挨拶 山田 實副代表 

    

研修② 「自立後の地域生活安定化に向けたアフターケアーの実践の紹介と今後ケアーの在り方」 

10 日 9：00 研修②－１ 

         「各地で行われている地域生活安定化支援の実際」 

                                進行 安江鈴子理事、水田恵理事 

         9：00  事例報告１ 支援ネット新潟の実践 

         9：30  事例報告２ 北九州ホームレス支援機構の実践 

        10：00  事例報告３  市川ガンバの会の実践 

        10：30 事例報告４ 釜ヶ崎支援機構の実践 

        11：00  事例報告５ ふるさとの会の実践 

        11：30  討論 

        12：00 研修②－２「地域生活安定化支援事業」について   

              進行 奥田知志代表  発表 野依智子 

        13：00  解散 

 

※ 当日の配布資料は、下記にアップしています。 

http://www.ur-plaza.osaka-cu.ac.jp/2009/10/16/2009OctProceedings.pdf 
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コメント２「社会的企業論からみて」 

橋本 理（関西大学社会学部） 

 

１．社会的企業論の文脈 

社会的企業論をめぐる２つのアプローチ  

 

アプローチ 
ソーシャル・アントレプレナー個人の

社会的使命に焦点 

社会的企業の組織構造や社会政策とのか

かわりに焦点 

  
供給サイドから   

（主に米国でとられるアプローチ） 

需要サイドから   

（主に欧州でとられるアプローチ） 

用いられる語句 
社会的企業、社会起業家、ソーシャル・

ビジネス 
社会的企業、サード・セクター 

対象 一般の営利企業を含む 
サード・セクターに属する組織に限定（非

営利組織、協同組合など） 

活動内容 幅広い社会課題の解決、社会貢献 
社会的排除の克服 （対人社会サービスの

供給、労働統合など） 

 

◎供給サイド 

「経営者」学としての社会的企業論 

成功事例を一般化することは困難 

 事業環境を所与とする議論 事業の「革新性」に着目して事例検討から学習可能 

 

◎需要（必要）サイド 

   □社会課題に対して事業組織としてどのように対応するか（事業面） 

＊需要（必要）に即した事業組織の在り方の検討 

＊事業環境（経営環境）を所与とすると、その環境のなかで効率性を高めるための策を検討す

ることが必要となる。 

     

  □社会課題を取り巻く環境の改善に向けて、どのように働きかけるか（運動面） 

  ＊課題とされている社会問題についての現状分析が必要 

→個別性、地域性への配慮が必要となる 

＊事業組織の運営・管理だけでなく、制度設計・政策形成の考察が必要となる 

 

    事業環境の創造 ＝制度の変更を働きかける動き（運動） 

     ※ホームレス支援、福祉分野に限定されず、一般的にみられる 

     ※価値判断が必要 

    → 制度化に向けての動きと、制度化および制度変化への対応が求められる 

 

２．社会的企業をめぐる事業諸形態 

◎法人制度をめぐる形態分類 

  一般に、現行法人制度の在り方（ex. 法制度・所轄官庁による違い etc.）に規定される 

  法人制度の改変および新たな制度創設への対応が必要となる 

   

 ◎事業活動の特質に応じた事業諸形態の在り方の検討 

★事業活動の素材的側面（供給される財やサービスの特質）による形態分類 

素材（需要・必要に応じた財やサービスの供給）に即した事業形態の模索 

14



   ex. 居住支援（住宅供給、入居支援、生活支援）にふさわしい事業形態の在り方とは？ 

 

  ★公共領域における民間の事業組織（NPO および他の法人形態）の存在意義は何か？ 

    → エンパワメントとマネジメントの視点 

   エンパワメント ― パターナリズム・官僚制・権力性の弊害の克服、参加の保証 

マネジメント  ― 非効率な事業運営の改善、アマチュアリズムの克服 

 

◎「出資（所有）」―「管理・運営」―「分配」（各局面での「社会性」の担保が必要） 

□資源の調達（資金および労働力の動員）    

複数の資源の動員、事業規模に対する一定の割合のストック＆サポート 

   □財・サービスの供給（開発、生産、流通）   

提供するサービスの組み合わせ 参加の保証（サービスの量・質の保証） 

   □分配・再投資（従業員、出資者への分配、内部留保、事業への再投資） 

     事業活動の結果として生じる「剰余」をどのように分配するか 

     

◎社会的企業論における「企業」像――社会的企業論と「企業」概念の再検討 

「企業」…事業収入に依拠した独立的な事業組織を想起させやすい 

欧州の社会的企業論…事業収入による事業運営が想定されているわけではない 

         ↓ 

効果的な組み合わせがカギ（とりわけ、「資源動員」「財やサービスの供給」の局面で） 

 

◎競争の風土の醸成―「企業」論の土俵にのることによって、競争（事業レベル、制度設計レベル双

方）の論理にさらされる可能性↑（社会的企業？ 企業の「社会化」？） 

 

３．社会的企業（ソシアルビジネス）か？ 貧困ビジネスか？ 

社会的課題の共通認識の構築（議論の積み上げ、団体間ネットワークの発展） 

アカウンタビリティ（資金の流れと活動内容）の充実 

制度化（資金源の確保？ 規制？  誘導？）～～～企業の「社会化」 
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質疑応答 
 
 
 

水内： 

基調講演から、コメント 3 本を受けて、ここで

質疑応答に入りたいと思います。 

その前に、公的セクターの方もお見えですので、

こちらから指名させていただきます。公的な施設

というのは継続が担保されているというところが

ありまして、奥村さんにちょっとお願いしたいん

ですけれども、やはりいつも大阪にいるとどうし

ても生活保護施設というのががっつりとあるので、

その中での議論と東京の議論とでは本当にある種

かみ合えばいいけどかみ合わない土壌がある。そ

こで大阪と東京のなんか変なある種で連携がとれ

そうなところがありながら、社会資源の使い方と

いうものが、ちょっと齟齬があると思っているん

です。そのへんやっぱり施設でしかも公的施設の

なかで、社会福祉法人の運営をしていらっしゃる

奥村さんのほうにですね、今日の議論をお聞きに

なってちょっと 5、6 分ですね、コメントをいただ

きたいと思います。 

 

奥村： 

大阪で自立支援センターおおよどというのと、

生活保護の更生施設の大淀寮という施設の運営を

行っております。まあ社会福祉法人、皆さま方か

ら見れば非常に守られた、ある意味ではなかなか

殻をやぶってこない、外に出てこないという雰囲

気があるというか、そういう担い手であるとは思

いますが、まあ今日の話はむしろ私としては非常

に、なかなか今までこういう議論の場所がなくて、

ぜひこういう話・議論の中から次の制度や仕組み

や、あるいは考え方というものを生み出していっ

てほしいなというように思っていたところです。 

正直なところ、施設の運営の中で施設の限界と

いうのは非常に感じております。施設だけではで

きないことをやはり大阪で、ホームレス対策を行

っていらっしゃるような NPO 法人の方と協力さ

せていただいたりもしております。 

今日お話の中で出てきました、宿泊所の問題な

んですけれども、われわれの団体は全国組織を持

っているわけなんですけど、そのなかでこの宿泊

所、戦後からずっと運営をなさっている、あるい

は戦前からもう担い手としてやってらっしゃると

ころが、もう十年以上前からこの問題の中で、さ

まざまな団体が参入してくるところでの悩みとい

うものは持っておりまして、まあただ、そのなか

で次どうしていくかっていうか、どういう形のも

のがそういった法人もふくめてですけれど、本当

に必要な仕組みを作っていくというのかっていう

のが、改めて今問われているのを感じております。 

今日高齢者の方の支援ということなんですけれ

ども、もちろん 近のその若い方の非常に多くの

方が、やはり施設であったり生活保護をうけられ

ていたりっていう、居宅保護の方向に生活の場所

を移さざるを得ないという状況になっていたりっ

ていうところ、そこをふくめて、これまで生活保

護制度、それからそういった表に今まであがって

こなかった宿泊所の仕組みっていうのが、そうい

う NPO 法人の参入を助けてきていることなり、あ

るいはそういう形での福祉の担い手っていうのが

出てきている。 

それにさらに間違いないものに近くなりますけ

ど、ホームレスの自立支援っていう制度が出来上

がってきてるっていう、また非常に先ほどからの

お話しのように、制度的には不十分なところがあ

って、それをどうこれから新しく本当に一人一人

にとって、あるいは社会の仕組みにとってどんな

仕組み・制度をつけるかという議論がいま本当に

必要な時だと思います。 

たぶんけっこう今日のお話は言い尽くしている

ところがたくさんあるとは思うんですけど、そこ

から先どうこれを、それぞれのみなさんお話しを

いただいたところの中から、につめて行くかとい

うことが問われているんではないかなというふう

に思います。そして私自身もそうだと思います。 

ただ一方で先ほど厚労省の課長さんが来られて

いたわけですけれども、厚生労働省としてどう、

国としてどういう風にこの制度を触って、これか

らどんな形のものを仕組みとして、本当に行政の

ほうがやれるところってのはなんだろうかという

ところとの攻めぎあいみたいなものを突き詰めて

いくものが必要だと思うんですけれども、どなた

にお聞ききしたらいいか、そういうところでの論

点で、現実的な論点でのなにかお考えをお持ちの

方いらっしゃいますでしょうか。 
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たとえば住宅扶助を生活保護から切り離すのか

それとも住宅扶助を生活保護の中に残しておいて、

そういう住宅の範囲で新たに設けて、それはどう

いう、たとえば自立支援なんかも含めてでしょう

けれども、いろんな形で組みなおしていくそうい

う作業的な段階でのお話しもふくめて見通しなど

お聞かせいただければ幸いです。 

 

鈴木： 

どうもありがとうございました。それで 後の

奥村さんのご質問にちょっとお答えすると、実は

生活保護改革の会議がこざいまして、 後あの安

倍政権になる前ですね、安倍さんが副官房長官だ

ったときにですね、地方と国の協議会というのが

できまして、その時に 2006 年の 12 月くらいだっ

たと思うんですけれども、 後に厚労省が提案し

てきたものが、まさに住宅扶助を切り出す、とい

うアイディアをですね、彼は出してきたんですね。 

それはどういうことかというと、生活保護費の

中からまあ、地方の負担割合を増やしたいという

ところに本来の意図があったわけなんですけれど

も、住宅扶助はこれはむしろ急かして切り出して

いくんですね。住宅扶助の単給っていうことがあ

るんですけれども、これは交付税措置をして、地

方の財源として地方が自由にできるというような

タマを投げてきたんですけれども、まあそういう

提案があったわけなんですけれども、 

それをその地方協議会のほうは蹴ってしまった

んですね。地方の負担が増えるということでです

ね、そのころ総務省の部長がこれは毒まんじゅう

でぜったい食べるべきではないということを言っ

ていましたけれども、そういう理由でけっちゃっ

たんです。 

しかし私としてはもう少し検討する余地もあっ

たのではないかという風に思います。そのほうが

はるかにフレシキブルな対応ができる可能性があ

ると、ハウジングファーストというやつですね。

ドイツがまさにそのモデルなんですけれども、地

方の負担はどうするかというのは別として、住宅

扶助を、ドイツでは住宅の部分は生活保護に入っ

ておりませんで、これは家賃補助という形で全部

共通のものになっております。で生活保護よりも

はるかに甘い基準というか、生活保護よりも緩や

かな基準でですね、まずは家を持ってないと生き

ていけない、というか、家はすごく優先順位が高

いものですから、その家賃補助というものが、生

活保護を受けられない人でも受けられるような基

準になっていますね。でその家賃扶助というのも

フローの所得に着目して出すようなことなんです。 

それを使うとですね、なにがいいのかというと、

まずですね、公営住宅なんですけれどもこれがか

なり使えるようになりまして、つまりまあ今、公

営住宅って住宅困窮者の対策になってないという

ような、空き家が多いという状態なんですけれど、

大きな理由は何かというと、実際に財政ですね、

財政が非常に苦しくてですね、低所得者に家賃を

免除して低くして与える場合には、実際収入には

ならないわけですからもう少し高い所得層をいれ

るというようなことが起こる。 

しかしこれ家賃扶助をだすとこによって住宅弱

者の人たちを、家賃補助を受けて実際に払うとい

うことになれば、自治体の財政も潤うわけですの

で、これは公営住宅というものの協力がもっと進

むということができます。公営住宅というものを

たくさん抱えているような大阪のようなところで

もっと活用できる、こういう良さがあります。 

それから家賃補助によって質をコントロールす

ることができます。家賃補助を出すかわりに出せ

る住宅というのは一定の質じゃないとだめだとい

うような基準を設けることができて、それは特に

大阪の釜ヶ崎のあたりにたくさんあるように、ア

パートというのは上限にとってもはりついて室内

のいいも悪いもみんな上限にはりついていますけ

れども、そういうような問題を解決できてですね、

これはフランスも実際そういう制度でやっている

んですけど、ある住宅で一定の質がないと家賃補

助のうける権利ももてないというようなそういう

基準を設け、査察も入るというようなことも起こ

るになっております。 

そしてなによりもいいのはですね、実際に自立

支援センターというような公的な箱モノがない地

域というのが、社会的資源がたいへん偏在してい

る、受けられないという問題があるんですけど、

家賃補助ということになりますと、これは補助に

つかってもいいし、宿泊所のないところは一般の

アパートにつかってもいいし、もっと別の形態の

支援住宅みたいなものに使ってもいいというよう

な、かなりフレキシブルな使い方ができますので、

そういう地方での公的な資源が使えるということ

とプラス、そういうことが制度としてあるという

ことでですね。 

そういうことによってこういうケア付き住宅と

いうようなものを新たに作ろうというエンタープ

レナシップですね、供給が増えるということも期
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待できますので、そういう制度があるとき、まあ

地方は蹴ってしまいましたけれども、そういう制

度がもうちょっと検討されるということであれば

いいと思います。 

ただ、規制改革会議でも総務省でもそういう議

論があってもあの時点で終わってしまって、それ

から全くありません。ですからこれからもし議論

が起きるとすると、むしろ国交省と厚労省の間で

垣根が民主党によってちょっとなくなる可能性が

ありますので、そこの間のうまいコーディネイト

を民主党がもしできれば、そういう話につながる

かもしれないとは思うのですが、伝統的にそこの

部分というのはまさにエアポケットになる、お互

いのセクションの間に落ちている問題ですから、

そこを民主党政権でどうなるかな、っていうこと

ころだと思います。 

 

水内： 

はい、ありがとうございます。この議論はやは

り、政府の問題、さきほど橋本さんが言ってまし

たけども、環境づくりというか制度の変更をかけ

ていくという問題です。これはたぶんこの全国ネ

ットワークの使命かな、ミッションかなと思って

います。そのためには政策っていう問題と、ボト

ムアップ、下からの社会サービスの質をどうって

いくかっていうこの 2 つの軸を両極におきながら

もうちょっと進めていきたいと思いますけども、

ここでフロアのほうから、その辺の軸をあまりぶ

らさずですね、ご発言あったら、よろしくお願い

します。どうでしょうか。 

 

奥田： 

基礎自治体の職員の奥田といいますけれども、

今の発言の中で、自治体としての今の問題は、住

宅扶助の在り方自体が焦点ではなくて、財源に地

方交付税を持ってきたことが問題なのですね。路

上生活をしている方のおられる多くの都市が不交

付団体です。生活保護っていうのは基本的に、国

が生存権を保障するという制度ですから、どこま

で、国という主体性が、基本的人権を前面に打ち

出すかというと、それが一番肝心なことで、これ

が地方交付税にすり替えられてしまうと、支援自

体の脆弱化を招いてしまいかねない。もうひとつ

の焦点は、ドイツ型を取るかどうかという議論で

はなくて、財源を担保することが重要なのではな

いかな、と思うのですが。 

 

鈴木： 

おっしゃる通りだと思います。ちょっと前のこ

となのでだいぶ忘れていましたけれども、たしか

に不交付団体の反対が多くてですね、この問題が

なくなったんですけれども、あの時はですね、か

なり急場のはなしだったんですね。ですからしっ

かりとその辺の財源をどう確保するかというよう

なことも議論せずに、非常に政治的な決着が起き

たというのが私の認識で、今から考えるとやっぱ

り、そうやって財源論っていうのを考えた上での

住宅扶助をどうするかっていう議論をすべきだっ

たのではないかというふうに、おっしゃる通りだ

と思います。 

 

水内： 

最後の方で今日の発言、講演者、コメントの方々

からの一言を発言していただこうとおもっていま

すので、ご準備していてください。 

 

奥村： 

すいませんあの、もう一つの論点の方に、住宅

の提供っていうのがあるんですけれども、もう一

つ支援サービスの質の中身の問題で、最初の米野

先生ですね、お話しの中で、基本的にさまざまな

民間団体が宿泊所事業とかこういう提供者の中に

参入してきてて、実際私も様々な人たちとお会い

して非常にまじめな方も多いですし、事業として

やってるけれども、少なくとも踏み外していない、

いろいろなものがあると思うんですけれども。 

実際に資料統計というかアンケートをとられて

の感覚として。まあお答えなってるところはけっ

こうきっちりやっているということは分かってい

るという気はするんですけれども、そうでないと

ころの、事業としてのある意味での資本主義社会

の中での運営だと思うんですけど、そこのところ

とそういう福祉サービス提供みたいなところとの

折り合いっていうのは、どのへんでどうつけてら

れるか、あるいは今やってる人たちが本当にその

辺は、どのレベルでどれくらいの業務の中できち

んとされている感じだという印象をお持ちになら

れたのかと、ちょっとそこらへん聞いてみたいで

すね。 

 

米野： 

あくまでも印象であって、きちんとした形では

答えられないとは思いますが、私がヒアリングし

ているところというのは、ヒアリングに応じてく
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れている部分である程度良心的な団体と言えます

ので、もらっている対価と比較して提供している

サービスというのは比較的いいとは思います。 

 結構努力はしているようでして、話しを聞いて

いる限りでの印象ですけれども、まずはサービス

の質を確保することが第一であって、経営はある

意味二の次だという印象もうけます。ただしその

ために苦しい活動をしている部分はあると思いま

すし、たとえば団体としての資金が少なくなれば

活動している個人が調達して対応するというよう

な部分もあるので、非常に厳しいという気もしま

す。 

 ただ、ヒアリングもしていないところも含めて、

NPO が出している活動報告の書類で収支や経営状

況を見ますと、収入や支出の額が非常に大きいと

ころもあります。そこでのサービスがどんな具合

なのかはわかりませんが、ある種の貧困ビジネス

なのかあるいは社会サービスなのかは、大変分か

りにくいです。そこをどう見極めるかは難しいで

すし、ある意味そのサービスを受けている側がど

う思うかということでしか判断し得ないのかなと

いう気がします。 

 ですから、こういうサービスを行っている・受

けられるということをきちんとオープンにして、

利用者が選択ができるようにすることを進めてい

かなければならないと思います。ここしか選択肢

がないからそこのなかでずっとサービスを受けざ

るを得ないという状況では、問題なのかなという

気がします。 

 

水内： 

質問用紙を 2 枚受け取っておりますので、まず

1 枚目です。鈴木さんへ、宿泊所の役割は大きい

ということですが、営利目的の施設では、生活保

護費のうち 3 万円程度の入居者たちのこれを全部

吸い上げていると聞いております。入ったら出て

いくことが出で行けない宿泊所はおかしいように

も思います。それから瀧脇さんの言われた情報交

換の問題をどう考えますか。 

 

鈴木： 

宿泊所の問題なんですけども、これは営利か非

営利かという問題ではないと思うんですね。営利

だから悪いということではないと思います。いく

ら取るかということについても、これは先ほどか

ら言ってるように、何をやってるかということと

非常に密接につながっておりまして、住宅しか提

供していないというところが、もし、住宅費で、

生活保護費のほとんどを取っているということに

なると、これは大変な問題なんですけれども、き

ちんとケアもやってる、金銭管理もやればケアも

やるし、服薬管理も、色んな事をやっているって

いうことであれば、それは生活保護費の中にです

ね、かなりの割合をとっていてもおかしくないと

思うんですが、問題は生活保護の中でそれをやっ

ていると、あるいは住宅扶助の中でそれをやって

いるといとこがおかしいんだ、ということが私の

言いたいことの主旨ですね。 

で、情報公開の問題は、これは私も賛成いたし

ます。これは現状の制度ですと情報公開の必要は

ないんです。第 2 種の社会福祉事業なので、この

第 1 種並みの情報公開が必要なくて、ガイドライ

ンでどこまでやらせるかという問題ですが、ガイ

ドライン自体にも罰則規定がないということで、

それがうまくいかないということなので、ここは

規制強化をすべきだと、情報公開をきちんとやっ

て、何をやっているかを明らかにするようなこと

をさせるなら、法の強化とともにですね、しかし

法の強化っていうのはムチですので、先ほど言っ

たようにそれ強化するだけでは別なところにアン

ダーグラウンドに潜って、もっと社会福祉事業の

看板を下ろしかねないわけですね。 

そうすると、アメも必要になりまして、色んな

補助金ですね、ケアに対する補助金を作る、ある

いは施設の整備に対する補助金を出すということ

に、その情報公開をすすめることと、対価という

か、というのも変ですけど、公開を進めるかわり

に補助金をそういう団体には出すというような、

そういうなんかこのやり方が必要なんじゃないか

というように思います。 

ご質問になされなかったことで、1 点ちょっと

言いたいことはですね、私もちょっと実際の自立

援助ホームでですね、コストというか、実際にケ

アに対してどれくらいコストをかけているのかと

いうようなことをはっきり知りたくてですね、そ

ういう調査をさせていただいて、これは大阪市立

大学の都市研究プラザの稲田七海さんという研究

者がいるんですが、彼女が発表しておりまして、

タイムスタディをやっているんですね。介護とか

そういうものに対して、どれくらい人件費がかか

っているのかというようなことをやっているんで

すが、せいぜいそれぐらいしかできなくて、しか

し時間かけるってことは、じゃあ内容はどうなの

と言われるとなかなか難しくて、ケアというもの
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の対価をなかなか明示化するというのはですね、

金銭化するということが、非常に難しい、という

問題もあります。 

何をやっているかというのは人によって全然違

いますし、たとえば介護だけの問題だったらじゃ

あ介護施設に行けばいいじゃないのという話なん

ですが、こういうもともとホームレスだった方の

場合にはですね、色んな問題を複合的に持ってい

て、介護だけじゃなくて知的障害の問題もあった

り、障害の問題もあったり、それぞれが施設に行

くほどの、障害者施設に行くほどのことではない

んですけども、いろんな問題が重なってかなりの

ケアがかかってるんですが、それがなかなか明示

化・金銭化できないという問題を抱えています。 

だから安易にケアへの補助金を出すべきだと言

ってるんですけども、そこはやっぱりちょっとど

うすべきか少し研究が必要な分野なんじゃないか

と思います。そこをクリアにしないかぎりは、色

んな住宅扶助を切りだすというような問題もうま

くいかないので、割と研究途上のことを言ってい

るということでございます。 

 

水内： 

はい、もう 1 つのご質問については奥田さんいか

がでしょうか。 

 

奥田： 

私は厚労省の人間ではないから分りませんけど

も、１つですね、全国ネットができて以来厚労省

の方と色々話をしてまして、去年新しい基本方針

が出たときにですね、皆さんご存知かもしれませ

んが、2002 年に自立支援法、ホームレス自立支援

法が出たときに、国の施策っていうのは国から実

施団体ということで、地方行政が実施団体になっ

てそこから委託事業が出るというシステムだった

んです。 

今も基本的にはそうです。たとえば今回の補正

予算に関しても、実施団体はすべて地方行政って

いうふうに入ってますんで、NPO に国が直接投げ

るというシステムになってないですね、それで不

思議なことにせっかく 10 分の 10 の事業が出たに

もかかわらずですね、手を挙げる地方行政がほと

んど無いというような状況が生まれてきてまして、

今それは何とかしてほしいと。 

3 年間の補正予算ということで、地方行政側の

言い分としてはですね、北九州市の話だと、たと

えば 3 年間終わっちゃうと。3 年間、たとえば人

を雇って、では 4 年目はどうすんのかというふう

で委託団体から言われたら、撤退しにくいと、そ

れでそもそも手を挙げないと、非常に消極的な話

ではありました。 

ただですね、その委託の部分に関して全国ネッ

トを作って以来、まあ色々交渉を続けてきて 1 つ

だけ変わったのは、地方行政から委託団体に行く

ときに最初のプランではですね、社会福祉法人等

に委託できるという枠組みであったのを、今回社

会福祉法人の後ろに NPO 法人等に委託できるっ

ていうことまで、もう１歩譲らせたんですね。 

元々は社会福祉法人等に依頼できるっていうこ

とでしたので、たとえば北九州市で言うと、自立

支援センターは社会福祉協議会さん、社会福祉法

人ですね、が、第１段階委託されまして、第２段

階として下請けで NPO 法人が入ってくるという、

そういう２重委託の構造。これを６年間ほど続け

て改善していただきまし、NPO 法人等に委託でき

るとしたんです。 

社会福祉法人等ということでいうと、等という

中に NPO 法人が入ってるんじゃないかという議

論をしてきたのが、今度は NPO 法人等に委託でき

るんですから、北九州市の自立支援センターは

NPO 法人等になったんで直接委託です、今は。NPO

法人が直接取っている。 

ということは NPO 法人をもっていないところ

が今度は等のところの議論になるので、先ほどの

質問で言うと、従来だったら NPO 法人も持ってな

いということになると、全然話が進まない段階だ

ったでしょうけど、今はですね、NPO 法人等なん

で、等の部分で実績のある任意団体は認めろとい

う議論をやっぱ地方行政としていかなきゃならな

いと思いますし、これはたぶん実施団体の判断が

非常に大きいと思いますから、そこの担当の地方

行政の判断が非常に大きいのではないかというふ

う思います。まだちょっと答えになってるかどう

かわからないんですけれども。 

 

水内： 

はい、ありがとうございます。 

今日は 1 つの主眼は、建築計画の米野さん、そ

れから経営学の橋本さんは、この分野には直接今

までは参入されてこなかったんですけども、そう

いう意味では、異なる角度からですね、ホームレ

ス支援の現場積み上げ型の様々な仕組みというも

のをですね、違う角度から私たちは見ることがで

きたんじゃないかなと思います。 
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ここで、米野さん、橋本さんのお二方に、ちょ

っと今日の議論を経た中でですね、3 分ぐらいで

新たな次のステップに我々が進めるような話しを、

あるいはコメントでも結構ですのでいただきたい

と思います。米野さん、橋本さん、よろしくお願

いします。 

 

米野： 

今日お話をお伺いして、私の方でホームレス以

外のいわゆる住宅弱者全般の支援の話としてご紹

介した内容と、最後にふるさとの会の瀧脇さんに

お話していただいた内容とは、発想としては似て

るなと思いました。 

そういう意味で、今社会的に求められているも

のとは、住宅と支援サービスをつなげて、地域で

どういうふうにやっていくのかという話なのだと

思います。ホームレスとか高齢者とか障害者とか

の対象者別でもなく、また持家とか借家とかいう

ことでもなく、地域で困っている人に対してどう

いうふうにサポートするかという基本的なシステ

ムをどう作るかというあたりも、たぶん共通して

いるのだなという気がしました。 

ただ、そのようなシステムを作るにあたっては、

地域性が大きく関係してきます。山谷で組める仕

組みと、例えば郊外の住宅地での仕組みは違うで

しょうが、基本の発想は今日お話されたようなも

のであることを頭に入れつつ、それを地域毎にど

ういうふうに組み立てていけるかをそれぞれの地

域で考える、また対象者別により適した仕組みを

考える、そういうことを具体的にやっていくのが、

今後の課題なのだと思います。 

ということで、ホームレス支援として皆さんが

やられていることと、私が研究対象としてきた高

齢者や障害者でやっていることとの間で、実践の

経験や課題などをうまく共有とか交流しながら、

それぞれに工夫していければよいのではと感じま

した。 

 

橋本： 

わたしも、いくつかのＮＰＯ法人、ホームレス

支援団体のたくさん話を伺ったりしているんです

けれども、今日はそういう話とはちがい、はじめ

から空中戦で行ってるので、最後も空中戦という

か、抽象的な話をしますけれども。 

最後に、今、営利目的かどうかっていうことで、

鈴木さんが、営利か非営利かは問題ではなくとい

う話があって、先ほどの報告の中でも私が言いた

かった、どういうソシアルというか社会的に意味

があることをしているか、あるいはそれがたまた

ま営利事業形態であるか、非営利の法人であるか

ということがあるわけで、非営利の法人であって

も社会的に望ましくないサービスが提供されてる

場合もあれば、営利事業形態であっても法的にで

すね、社会的に望ましい事業を行われている場合

があるということだと思います。 

ただその社会的にという場合に、その社会性と

いうのをどういうふうにこう考えるかっていうの

は、これは今日も最後に瀧脇さんが言われたよう

に、話がありましたように議論を積み上げていく

中で決まっていくのではないかと。 

事業形態についてはですね、最後に奥田さんか

ら法人についての議論がありましたが、細かく制

度面について見ていくと、法人形態の部分で非常

に重要になってくるわけですが、もうちょっと抽

象的なレベルで言うと、営利か非営利かという話

が出てきた背景は、私が今日話したお金を集める

ということと、事業運営するということと、分配

するという面で言えば、分配面にだけ着目した理

論であるというふうに私は理解しています。 

要は、非営利組織っていうのは、営利が結果的

に剰余が出たり、利潤が上がったりしたとしても

利益を同等に構成員に分配せずにそれを再投資し

てゆくと。 

それが出てきた背景は、そもそもの事業組織分

類、従来の事業組織分類はだれが所有しているか

という時に私的な、私の所有であるか、あるいは

公的な所有であるかという、そういう二分法があ

ってが、それを突き詰めていくと国有でやってい

く、国がやっていくという議論で、要は、誰がお

金を出しているかという観点で事業形態分類をし

ていたものが、NPO 論が出てきた頃から分配面を

見てきた。 

ですが、おそらくはそのお金を得て、どういう

事業をおこなって分配するか、どういう事業をす

るかというところに社会性というものが隠されて

るはずだというふうに理解しています。 

で、抽象的にはそうなんですが、それをより具

体的なレベルでみていく場合にはそれぞれ個々の

議論がありますんで、また色々とお教えいただく

かと思いますけれどもよろしくお願い申します。

今日はちょっとそういう抽象的な話に終始させて

いただきました 

 

水内： 

26



はい、ちょうど 5 時となりまして、今日は炭谷

先生にお越しいただいておりまして、レジュメの

方はですね 1 番最後の 65 ページの方にですね、た

またま最新号の雑誌の方に載っておって、僕も炭

谷先生のお考えが簡潔にまとめられ、感銘を受け

たんでございますが、無断でですね、この資料を

つけさせていただいて、簡単なプロフィールだけ

をですね、22 ページです。恩賜財団済生会の理事

長でいらっしゃいまして、今日の議論、たぶん僕

の理解では炭谷先生が厚生労働省に…社会的に…

ですね、やはり厚労省の方でこういう議論のかじ

とりをされたんじゃいかなという印象で、それか

らまあ 10 年近く経った中でですね、ある種こんな

ふうに色んな現場と空中戦とおっしゃってました

が、このへんがですね、噛み合いながら次の政策

へと、あるいは政治を動かしていくとかですね、

…じゃないかなというふうに思います。 

それをふまえて、我々に元気を与えてくれるよ

うなお話を、最後にお願いしたいと思います。よ

ろしくお願いいたします 
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居住支援とソシアルインクルージョン 

炭谷 茂氏（恩賜財団 済生会） 

 
 

只今ご紹介頂きました、現在恩賜財団済生会の

理事長をしております。また鈴木先生と同じよう

に学習院大学で私の方は、特別客員教授という形

で法学部の方で教えております。明日土曜日が学

生に教えるということで今日は早めに失礼をさせ

ていただくことになっております。 

今日お伺いしてまずこのような場にお招きを頂

きまして本当に有難うございます。どういう風に

この会が進むのかちょっと戸惑いながらですね、

参りました。そうすると大変充実した、こんなに

程度の高いことをやってらっしゃるなんだなと思

ってですね、ちょっとびっくりしました。これか

らのホームレス支援について大変有意義な議論が

展開され、私自身もですね、まだ勉強足りないな

と、もっと勉強しなくちゃいけないなということ

を反省しきりでございます。 

 

【ホームレス問題の変容】 

まずですね、今日 初に私自身ホームレス問題

これで 10 年以上に亘ってやっておりますけれど

も、 近ホームレス問題について、私はちょっと

今日遅れて来たのは、寺尾さんが話にくいなと私

が前にいるとね、私が前にいると話しにくいだろ

うなと思って遅れてきたわけなんですけれど、厚

生労働省なり、一般の行政機関がどういう風に認

識しているかなということに関してまずちょっと

心配してるんですね。果たしてホームレス問題を

解決する認識を強く持っているかどうかですね、

問題意識があるのかどうか、どの程度強いのかど

うかそれがやや心配なることがあります。 

と、言いますのはですね、ホームレス、私がや

った時は約 3 万人近くに迫っていました。平成 10

年頃のことでございます。しかし今はそれが約半

分で１万６千人程度。もうホームレス問題だいぶ

山越したな、というようなふうに思われてんじゃ

ないかなと思うんですね。 

しかし実際は本当にそうなのかなと私は思って

私は違うんじゃないかなと思うんですねこれはむ

しろ皆様方のほうは感覚的にとらえていらっしゃ

る、ひとつはやはり実数的にですねホームレスと

同じような人がむしろ沢山いらっしゃる。まぁい

わゆるよくいわれるネットカフェ難民なんていう

のはまさにそのとおりだ思うんですね。 

もう一つはですね、今日のテーマである、ホー

ムレスから一度生活保護や東京都の独自の政策に

よってアパートに入った、しかし実際ですね本当

の実績に脱却したいのか、生活面・心理面からで

すね、社会的な面で、脱却したのかなあ、と思う

と、私は違うんじゃないかなって思うんですね。 

それから３番目にはですね、これからの現在の

雇用状況を見るとですね、ちょっと心配になって

くる経済対策がですね、これは良いか悪いかは抜

きにしてですね、公共事業が削減される、そうす

ると建設・土木・作業の現場で働いている方がど

うなっていくか、心配される。 

そういう３つの要因でですね、私はこれからホ

ームレスの問題というのは、ちょっと構造的に変

わってくるんじゃないかなという風に思うんです

ね。そういう目でこれからホームレス問題をとら

えないと本当にとらえられない。私がやっていた

時のホームレス問題というものは第１期のホーム

レスという風にとらえた方がいいんじゃないか、

つまり、バブル経済後のですね、状況の変化、当

時の経済構造の変化についてホームレスが始めた。

もう経済でですね、経済の面で公共事業を主にや

っていた。また住宅と密接・密着した仕事をやっ

ていらっしゃった、その人たちがですね、ホーム

レスになってきたわけですよね。 

しかし、これからのホームレスはちょっと違っ

てきてるんですね。１つはもう皆さまご案内のよ

うに長期化している、高齢化していると長く５年

以上の人が半分以上になっていますね。そういう

長期化している面で構造的に変化をしている、そ

れが第１点ですね。 

第２点はですね、やはり今日のテーマである、

一旦住宅に入ったけれども、屋根のあるところに

入ったけれども、心理的・社会的・生活的な面で

ホームレスになる。その問題を皆とらえきってい

ない、皆「あもう家に入ったからもういいじゃな

い」っていう風なものじゃないんじゃないかなと

いう風に思います。 

第３番目はですね、これは私は注意しなくちゃ

28



いけない、若い人、これまでホームレスといえば、

先ほどもおっしゃった、平成４、５年を境にした、

ホームレスというのは、高齢者の人が 40,50,60 台

の人がなっていたわけですけども、 近は新しい

形の若い世代、これの問題をとらえなければなり

ません。これは欧米型に多いんですね。イギリス

やアメリカなどそういう形のものが出始めたんじ

ゃないかなと思うんですね。 

そういうことで、これからのホームレス問題と

いうものは私は従来の単純な延長上で構えちゃい

かんのじゃないかな、第二期にきている、もう入

りつつあるんじゃないかなというとらえ方でしな

ければいけないと。だから今、行政の分野でです

ね、ホームレス問題についてやや山を越したなと

思ってるのは、私は正しくないと、新しい形でと

らえなくちゃいけないという風に思っております。 

 

【住宅社会保障の優先順位の低さ】 

まずそういうことを第一にお話しさせていただ

いてですね、第二には、今日のテーマである、住

宅支援、居宅後の継続支援、これが非常に重要で

すね、私はこのとらえ方というのは一つにはです

ね、日本における、住宅政策の貧困さ、これはも

う米野さんから本当によく教えていただいた、私

もなるほどなと思って心の中で同意ばかりしてい

ました。今日こういう米野先生に来ていただいて

大変いいことだったと思うんですね。 

というのは日本の社会保障政策の中においては、

住宅というものはスコ～っと抜けているんですね。

例えば、世界においてですね、住宅社会保障にお

いて住宅という分野においてはいわば第４の分野

として位置づけられている。日本の場合は社会保

障といえば医療福祉、年金、あれ、住宅部門はど

こにいったんだ、住宅はないんですね、それに対

してヨーロッパの場合はちゃんと年金部門という

ものがあるんですね。ＩＬＯの社会保障統計では、

必ず住宅というものがある、日本の場合は住宅に

対する社会保障の費用がどれだけあるか、１％以

下０．何％、ヨーロッパやアメリカ、アメリカは

福祉国家でないのに、住宅については数％、ちゃ

んとあるんですね。それは先ほども鈴木先生が強

調された点だと思います。住宅がスコっと抜けて

いる、日本の場合ですから違うのはですね、社会

保障からすっこり抜けてるのが第１点ですね。 

第２点はですね、日本の場合に住宅はですね、

「屋根があればいいんだ」と、いう考えじゃない

でしょうか。ホームレスというのはですね、ヨー

ロッパやアメリカのホームレスの定義が違うって

いうのはご案内の通りですよね。単に家の中にい

てもですね、それはそういう人でもホームレスと

いう場合がありますね。簡単にいえば例えば、ア

メリカのマッキニ―法しかり、イギリスの住宅法

しかり、単に家の中にいるだけじゃ家の中にいれ

ばホームレスでないと言わないですね、例えば、

安定した、ちゃんと人間らしい住宅にいない場合

は仮に家の中にいてもですね、ホームレスという

んですね。例えば一時的にチャリティー団体のと

ころに、シェルターにいる、一時的にちょっとイ

ギリスなんかにありますね、BB みたいな簡易宿泊

所に、まぁ日本でいえば無料低額宿泊所、ああい

う方も皆ホームレスというんですね。元ホームレ

スではないですね、現在の現ホームレス、それが

違いますね。 

よくですね、サッチャー時代にですね、24 万人

ものホームレスがいた、日本は３万人でかわいい

ものだという風なことをいう人がいます。これ実

際ある本で読みました。大きな誤りですよね。定

義が違うんですよ。イギリスの場合のホームレス

というのは、ちょっと危ない家、安定しない家に

いる人全てホームレスという、だからサッチャー

時代に 24 万人もいたわけです。いわゆる日本的な

野外生活者、野宿生活者、そういう人がイギリス

で何人いるか。これはですね、もう下１けたまで

わかってるんですね、正確な人数たぶん 530 何人

とかですね、でもそれ英語は違うんですね、それ

を「ラフ・スリーパー」という風に呼んでいるわ

けです。これは皆さま方ご案内の通りです。 

ですから家に対する考え方が違う、やはりホー

ムレスもやはり人間らしい家に住む、人間が住む

にふさわしい家に住まなきゃいかん、それが自由

だという風に私は思っております。 

 

【ソシアルインクルージョン】 

そこでですね、今日の議論である、住宅の問題

をもっと広げましてですね、先ほど水内先生がい

っていただきましたけれども、私自身は「social 

inclusion」ということが大変大切だと思って活動

をしております。日本ソーシャルインクルージョ

ン推進会議という、なんかえらそうですけれども、

実際はあんまり、こないだですね、２週間前に会

議やりましたらですね、20 人しか集まらなくてで

すね、120 人の部屋をとったんですけれども、20

人しか集まらなくてさみしい思いをしましたけれ

ども、その代表を務めてですね、なんとか「ソー
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シャル・インクルージョン」の理念を広げたいと

という風に頑張っているわけでございます。 

というのはですね、ホームレスしかり、やはり、

社会からの排除、もしくは社会から孤立してしま

っている、そういう問題が多いんじゃないんか、

ホームレス以外にもですね、もっと考えれば障害

者も高齢者もまた引きこもりをしているそういう

青年たちもまぁ、社会から排除をされたり、孤立

をしている人たちを 私はざっと見てですね、日

本には 低2000万人以上いるんじゃないかなとい

う風に思っております。2000 万人とは大変控えめ

な数字ですけれども、控えめな数字だと自分では

思っているんですけど、そんなに大げさなことを

言うなって言われるんですけど、実際はいるんじ

ゃないかと。 

ではそれに対してどうしたらいいか、やはりそ

れで詳細は後ほど後ろの方につけていただいた、

私のですね、文章をですね、読み直していただけ

ればありがたいと思いますけれども、そこで「ソ

ーシャル・インクルージョン」という考え方が重

要ではないかなという風に思っております。今日

いろいろお話をしていただいた先生方の考えとい

うのは、ソーシャル・インクルージョンというも

のの理念ですべて説明できる、すべてそこではで

すね、底流の部分では皆一致してるんじゃないか

なと大変意を強くしたわけでございます。 

というのはですね、ソーシャル・インクルージ

ョンというのは簡単に言うと、「皆地域社会の中で

仲良く暮らそう」「皆差別しないで暮らそう」、そ

ういうつまらないことではないんですね。そうい

うこと、そういう社会教育、社会啓発運動ではあ

りません。やはり具体的な行動を持ってですね、

そして地域社会の中で皆が結びあうものを作って

いく、それがソーシャル・インクルージョンとい

う考え方です。 

具体的には何をしたらいいか、その一番重要な

のは今日のテーマである住まいということなんで

すね。いいテーマを第１回目のホームレス支援全

国ネットワークの中で選んでいただいたなと思い

ます。住まいこそ、住まいあってこそ、これが社

会との結びつき、ネットワークができるわけです。

今日はその分についてはすでに議論が十分なされ

ておりますので、詳細は踏み込まないことにした

いと思います。 

第二の要素としてですね、就労ということなん

ですね。これは鈴木先生がおっしゃっていただき

ました。やはり家の中にいても、自立している人

というのは皆働いているんだ、私はそれを聞いて

「その通りだな」と心の中で叫びました。就労こ

そ重要なんですね。働くことによって人間とのつ

ながり、社会とのつながり、人とのつながりがで

きる。私はそのためにですね、後ほど文章が出て

おりますので読んでいただけるとありがたいと思

うんですけれども、ＣＡＮという手法をこれを一

緒になって進めていきます。今日も会場に来てい

ただいてます、釜ヶ崎支援機構の山田さんなどと

一緒にですね、この釜ヶ崎でこのＣＡＮという手

法で何かできないのかなという風に思って平成１

４年以来、やっているわけでございます。 

 

【日本型ＣＡＮ Community Action Network から

ソシアルファームヘ】 

これは何かといえば、一言でいえば、今日橋本

先生からお話のあった、ただ社会的企業の考え方

でございます。ＣＡＮ、オバマ大統領よりも私ど

もの方が早く使っていたわけです。でも実際はイ

ギリスから直輸入でしてですね、日本型ＣＡＮと

いっているだけで、イギリスでブロブレイバイボ

ーという、イギリス第二のスラム街を立て直した

という、その手法をなんとかこの釜ヶ崎で使えな

いのかなということで、平成１4 年以来やってい

ます。 

要点としては簡単なことです。つまり、仕事を

通じて、就労・仕事を通じて社会との結びつきを、

ソーシャル・インクルージョンというものをつく

ろうということでやってまいりました。まぁはじ

めは 20 名程度の本当に寂しい会合でしたけれど

も、だいたい今は数十名、何倍にも人数が広がっ

てきました。このシルバーウィーク中もですね、

大阪でこの会議をやります。 

だんだんだんだん、我々の仲間でですね、たと

えば、公園、住吉公園の整備をこういうものでや

ろうとか、古着のリサイクルショップをやろうと

か、また２年前の５月には釜ヶ崎で花屋をやって

みよう、という形でいろいろと進められてさらに

はこれが社会のつながりをつくる、ホームレスの

方々がたくさん居住する、この釜ヶ崎で何とかこ

のＣＡＮの手法を使ってできないものかなという

風に思っているわけでございます。 

さらに私がですね、ＣＡＮという手法をもっと

一般化させてですね、今追求しているのはソーシ

ャル・ファームという手法でございます。これは

何かといえば、1970 年代、北イタリアのトリエス

テで生まれました。精神病院の患者さんの仕事づ
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くりとして生まれた、これがただちに全ヨーロッ

パに広がりました。イタリアからドイツ、イギリ

ス、オランダ、スウェーデン、ギリシャ、全体で

今１万社できてる、感激しました。これをそこで

私どもは毎年１年に１回、お金をいろいろと集め

ましてですね、ヨーロッパから呼んでですね、ど

ういう風にやったらいいのかなということの説明

会をやっています。 

もうなかなかうまく成功してるなぁと、失敗す

る例もあるんですね、９割方くらいは成功します

けれども、１割くらいは失敗している。でも９割

も成功すれば、大成功だと思うんですね。これは

障害者を中心にして発展しましたけれども、今は

もっと広がってですね、刑務所から出た人、また

DV の被害者、またさらにはホームレスの方々にも

適用可能なものだと思います。 

これはまさに社会的企業、目的は私は「第一の

職場」という風に呼んでいるんですけれども、公

がやるような職場、つまり授産施設みたいなとこ

ろですね、そういう目的を持つけれども、しっか

り税金というもの、ここが重要なんですね、あて

にはしない。もらえればそんないいことはないん

だけれど、税金があるからやるわけじゃない。「第

二の職場」である、一般企業と同じようなビジネ

ス志向である。今日は理論的にですね、橋本先生

からいろいろと教えていただきました。私もずい

ぶん勉強になりました。いわば「第一の職場」と

「第二の職場」の中間をとったようなところ、そ

れがソーシャル・ファームでございます。 

何とか雇用をですね、日本で、ヨーロッパで１

万社やってるんだったら、私はですね、２千社作

ろうと３年前からいろんなところに働きをかけて

います。これは９月２７日、つい 近、９月２７

日に新宿でやりました。今日後ろの方にいらっし

ゃる安江さんも参加してくれました。 

狭い、本当にこれの４分の１しかない狭い会場

で、新宿でやりました。なぜ新宿でやったかとい

うと、新宿のホームレスの仕事づくりをどうした

らいいかなとそれと、新宿は犯罪都市ですので、

刑務所から出た人がかなりいらっしゃる、そうい

う方々の仕事場づくり、どうしたらいいかなまぁ、

私とですね、安江さんから、今日奥さんどうした

んですかっていわれてですね、妻もだいたい受付

をやるんですけれども、そういう形でやっていま

した。なかなか特に熱心な方々が休み中にも関わ

らず参加をしてくれました。だんだんだんだん、

反応がよくなってまいりました。 

今日は時間もありませんので、１つだけ例を話

させていただきます。ホームレスの支援で大成功

している例だと思いますけれども、兵庫県の姫路

にですね、門口堅蔵という男がいます。彼はです

ね私の影響を受けてですね、自分はホームレスの

支援をやるんだということで今年の５月にですね、

白鳥城という城をたてました。姫路城や白鷺城、

それに対抗してですね、ドイツにある城をモデル

にして、白鳥城という城を作った。それはですね、

今のテーマパークみたいなもんではないんですね。

そこで働く人は刑務所から出てきた人、障害者、

それとホームレス、この３者で運営するというで

すね、120 名、まぁそのようなことをしている、そ

れがどのように成功しているのか、私は重大な関

心をもって見ているところでございます 

 

【ソーシャルファームジャパン.の設立】 

そういうものを進めるために私はソーシャルフ

ァームジャパン.という、まぁ偉そうで私の末端の

ポケットマネーでやっている団体ですけども、ソ

ーシャルファームジャパン.を作ってですね、どう

いう風にして、ソーシャルファームを作ったらい

いのかな、どういう風に商品開発をしたらいいの

かな、どういう風にお金を集めたらいいのかな、

そういうものを皆で考える組織を作っております。 

これはすでにホームページwww.socialfirms.jpを

作っておりますので、ぜひそれを見ていただいて

ですね、その中でも１２月 7 日、やったときです

ね、山田さんもきてくれました、何人かの方が来

ていただきましたけれども、そういうもので何と

か２千社を作ればですね、その一部がホームレス

の支援にもなっていくんじゃないかなという風に

思っているわけでございます。 

私は第三番目にポイントだけお話します。後は、

どうも今年のですね１月１５日の日ですね、山田

さんたちと一緒にですね釜ヶ崎を２時間くらい歩

いたんですね。そうすると感ずるものがあります。

ホームレスの方が皆元気がない、夢がない。それ

は生存、生きていくことはできるけど夢がないで

すね、夢がないということは何とか人間としての

存在ということに関して言えば寂しいですね。な

んか社会からやっぱり取り残されたという形にな

ります。それに対してはやはりソーシャル・イン

クルージョンに続いてその生きがいづくり、学ぶ

ということもいいんじゃないかなということで、

私はソーシャル・ファームというものをつくるた

めのサロンというものをつくることにしました。 
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これを全国でですね、先程新宿でやった９月２

７日にやったのはサロンの１回、また６月 21 日に

は厚木市でやりました。厚木市でやった時にはで

すね、解放同盟の方々が手伝いをして、また知的

障がい者の方が会場づくりになってですね、サロ

ンをつくって、どういう風にしてソーシャル・フ

ァームを作ったらいいのかなということを皆で語

りあいました。近く、千葉でもやろうと、全国で

これを、サロンを作ってですね、ソーシャル・フ

ァームづくりまた学ぶ場としてやっていくという

風に考えてるわけです。 

今日はちょうど大変自分自身勉強になりました。

まだまだ自分は勉強が足りないな、まったく深味

がたりない、まったく経験にもとづく意見しかな

いなと思っております。大変いい勉強をさせてい

ただきました。そういう感謝の念とですね、今後

このネットワーク、ホームレス支援全国ネットワ

ークがですね、一層発展することをお祈りいたし

まして、私の話とさせていただきます。どうもあ

りがとうございます。 
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事例報告１：「地域生活安定化支援の実際」 

ＮＰＯ市川ガンバの会 

 

 

1997 年 11 月 市川ガンバの会発足 

1999 年 3 月 アパート居宅支援開始 

2001 年 7 月 自立支援住宅利用開始 

2009 年 10 月 5 日現在 アパート入居支援実績 199

名 

支援の移り変わり 

初期のアパート入居後の支援(1999 年～2003 年頃) 

保証人提供 

条件として→月１回の来所(関係の継続)→入居者

の交流会参加→貯金(２年後の更新のため) を口約

束で実施 

 

アパート入居支援を開始してから見えて来たこと 

 

  

1.失踪→再路上化 

2.障害 

3.犯罪 

4.高齢化 

5.持病(慢性疾患) 

6.就労 

7.依存(アルコール・ギャンブル)etc 

  

 

アパート生活を継続させる支援が、重要かつ必要

であると気付く 

 

現在の支援 

2003 年 NPO 設立→居宅支援部設置・入居後の一人

一人を見守る) 

1. 保証人：預り金(家賃 1 カ月+水光熱費約 1 カ月

分)をいただき、契約書を交わす 

2. 障害者：知的および精神障害者に関する専門医

や団体、福祉事務所などの協力を得つつ、ケー

ス会議を実施、意見調整をしながら、支援方針

を決定、実際に支援にも関わっていただく 

3. 定期的訪問：目標は、1 ヶ月に 1 度(実際には 2

ヶ月に 1 度位) 

4. 通院支援：通院、入院、退院時の送迎や手続き、

保証人、入院中の見舞も実施。特に非識字者に

は、問診時に記入代行 

5. 金銭管理：本人と相談しながら、原則的に要請

を受ける形で実施。アルコール・ギャンブル依

存者等を対象としている。月 1 回、週 1 回等、

管理の方法は様々。毎日管理の場合も有り。一

定期間様子を見て、徐々に管理を緩め、本人管

理に戻していく。時に励ましが必要 

6. 代理納付：家賃と水光熱費、携帯電話代を代理

で納付。特に入院中の人を対象 

7. 多重債務：専門家(司法書士)の協力を得ながら

実施 

8. 犯罪：身元引受、面会、差し入れ、裁判傍聴、

証言等 

9. 就労：紹介を実施。いくつか連携する業者と連

絡を取り合いつつ紹介する 

10. 葬儀： 期まで看取る 

11. 服薬支援：主にアルコール依存の人を対象。抗

酒剤などを毎日 365 日、事務所にて服薬してい

ただく。スタッフ当番制で実施。来所出来ない

場合、連絡を取りつつ訪問服薬を実施 

12. 申請支援：障害手帳、住基カード、銀行口座、

住民票移動、戸籍設置(裁判所)、携帯電話購入な

ど 

 

原則、自力で出来る事は、やっていただくように

お願いするが、お互い相談しながら手伝う形で支

援を行い、見守りも同時に継続していく 

 

さらに充実した人生を社会の中で共に送るために 

ー 『生きがい支援』 

 

1. ボランティア参加：第 1、第 3、第 5 金曜日夜の

夜間パトロールへの参加の勧め。また新年会や

夏祭り(近所の公園での炊出し)等の参加を促す 

2. 入居者の交流会：3～4 ヶ月に一度開催。ピクニ

ック、料理・食事会、スポーツ大会(ストレッチ、

ボーリング)、カラオケ会等 

3. ガンバ農園：NPO 役員から提供していただいた

土地にて、登録制で野菜などを栽培 

4. 懇親旅行：月 1500 円を積み立てて、年に一度温

泉旅行を開催。7 回を数える 

5. サロン：事務所隣の一室をサロンとして日中解

放、居宅者の集まる場としている。ボランティ

アを要請し、話相手になっていただいている 
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孤独にさせず、ホーム(家庭)のような環境、関係を

めざして、 

6. 互助会：居宅者を対象とした任意加入の会。会

費は月 1000 円。入院見舞金や長寿のお祝い、結

婚お祝い、互助会葬、無利子での貸出など色々

なサービスを設けている 

 

ケア(支援)付きの住宅の可能性を模索中！ 

  

利用者の状況 (2009.10.5 現在) 現在の課題と今後の展開 

 1. 高齢化 

居宅実績：199 名(うち逝去 10 名、移転等 16 名、

失踪 19 名) 

2. 認知症 

3. 服薬困難 

不動産紹介：160 名   保証人提供：150 名 4. 障害者(知的・精神) 

日常生活に支障：35 名  

通入院支援：99 名(ｱﾙｺｰﾙによる通入院 31 名) ☆日常生活の支障など、服薬時に来所することも

困難になる可能性。知的障害者などの支援を 金銭管理：91 名 

借金：56 名(借金に対する支援：41 名) 今後どうやっていくのか？ 

就労支援：20 名 . 

家族関係回復支援：25 名 郊外の施設よりも、自分の馴染みのある土地で、

よく知る仲間に囲まれて、 身元引受：18 名 

葬儀：6 名 人とのつながりの中に居る｢自分｣を認識しながら、

充実した生活を永く継続させるために 不動産の後処理：34 名(失踪、逝去、長期入院、服

役)、身体・精神・知的障害者(手帳取得者)：9 名  

 

 

アパート居宅者の生活基盤 154 名(逝去、移転等、失踪者を除く) 

 
 

 

 

 

 

半年金半就労
1%

自活(貯金)1%

全就

全福祉
67%

半就労半福祉
15%

労5%

全年金4%

全福祉-104名半年金半福祉
7%

半就労半福祉-23名

半年金半福祉-11名

全就労-8名

全年金-6名

自活(貯金)-1名

半年金半就労-1名
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事例報告 2 支援ネットにいがたの実践－ 

（特非）ホームレス支援ネットにいがた 

寺尾知香子 

 

はじめに 

 

支援ネットにいがたの概要 

2003 年 9 月 設立  2004 年 1 月 特定非営利活動法人化  2004 年 12 月 自立支援アパート開設 

2005 年 5 月 商店街歩道清掃・自転車整理事業受託  2005 年 8 月 市道歩道・植込み清掃  2006 年

6 月 パソコン教室開設 2009 年 9 月 プランターによる野菜栽培 など 

 

１． 設立当初の事業構想――就労支援とそのためのサービス提供 

 

         自立支援アパート入居 

  路上生活                    就労     民間アパート・公営住宅入居 

 

    

 

注．炊き出し等は、市内の別の支援団体が実施 

 

２．事業の開始と挫折 

 １）事業の開始と挫折 

  事例１ アルコール依存 

  事例２ パソコンから就労へ繋がらない 

  事例３ アダルト映像溺れ 

   →設立当初の事業構想に無理？ 

 

２）原因の探求 

 住宅の提供＝就職の基礎確立 

技能の習得＝就職機会の拡大 

 勤労所得＝善／勤労所得の増加＝善 

疑問符―→

就労支援（準備的就労、パソコン技能修得など） 

認識―→なぜ 

住生活の貧困 

就労への障壁 

手持ち金の増加＝浪費機会の増加 

 

３．方向転換――生活の再建 

 １）よく見ると成功事例 

  事例１ 脱パチンコ依存 

  事例２ 脱アダルト映像溺れ 

  事例３ パソコン教室継続 

   →信頼できたり話題の合う友だちの存在 

 

 ２）新しい事業構想 

 

             自立支援アパート入居 

  路上生活       民間アパート入居 

住生活 

就労 

趣味活動 

友人仲間関係の増進（パソコン教室、野菜づくりなど） 
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